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GTA・・・Grounded Theory Approach の略号 














第１節 問題の所在  









































































































 以上のような問題意識に基づき、以下に論を進めることにする。  
 
第２節 先行研究の検討  
２－１．オルフ・アプローチに関する博士論文の動向  
 ここでは、世界的なオルフ・アプローチに関する博士論文の動向を把握したい。  
 日本におけるオルフ・アプローチをテーマにした博士論文は、2013 年現在執筆されてい
ない。  
 国外でのオルフ・アプローチに関連する博士論文は、2013 年１月現在、『RILM Abstracts 
of Music Literature』、『Eric（Educational resources information center）』『Orff Research 















表  １：オルフ・アプローチに関する博士論文のテーマの分類  
 博士論文のテーマ   本数   リズムと動き  ２  
音楽科授業への適用  11  リズム  １  
他のメソードとの比較  ７   演劇  １  
教科学習への効果  ５   器楽技能  １  
歴史  ５   宗教音楽学習  １  
教師教育  ３   障害児  １  
他のメソードとの組み合わせ  ３   打楽器合奏  １  
即興  ２  
 
アジアでの適用  １  





























オスタービー論文「北アメリカにおけるオルフ・シュールヴェルク」（Osterby, Patricia M. 
1988. Orff Schulwerk in North America, 1955-1969.  M.Ed.D., University of Illinois, 
Urbana-Champaign.）である。  
オスタービー論文は、北アメリカにおけるオルフ・シュールヴェルク導入期の 1955 年
から、AOSA（American Orff –Schulwerk Association）が設立されて、1969 年のカリキュラ
ム（Curriculum in Music Education）改訂によりオルフ・シュールヴェルクが後退するまで










（Scott, Julia Kay. 2010. Orff Schulwerk teacher educators' beliefs about singing.  
Ph.D., University of Rochester．）を検討したい。  
 このスコット論文の目的は、子どもと社会人学生の両方を教えている、指導経験の豊か
な８人のオルフ・シュールヴェルク教師を対象に、彼らの歌唱に対する教育信念を調査す
                                                 



















と 適 応 」（ Shamrock, Mary Elizabeth. 1988. Applications and adaptations of 
Orff-Schulwerk in Japan, Taiwan and Thailand.  M.Ed.D., University of California, 


































































































ー・アプローチ（以下 GTA）の手法で分析・考察している。ここでは GTA のうち、グレ
イザーとローデルの分析手法が用いられている。面接対象者は以下の表２の通りである。  
 
表  ２：ヴィドマー論文の面接対象者（Widmer 2011：156）  
研究所の所属年代  男性対象者の人数  女性対象者の人数  合計人数  
1961－1969 ２名  ５名  計７名  
1970－1988 ４名  13 名  計 17 名  
1989－1999 ４名  12 名  計 16 名  
2000－2007  0 名  ８名  計８名  
 













 ヴィドマーの時代区分のうち、1989 年から 1999 年にあたる第３段階「変革の年代―危
機に満ちた段階」（Widmer 2011:343-344）に関する記述は注目に値する。この「危機」に















                                                 










 さらに、ヴィドマーは 2000 年から 2008 年を「二つの相反する価値を含んだ時代―新
























































1993 年～2009 年の先行研究の分析を通して―』武蔵野音楽大学平成 21 年度修士論文）














































































































面接の分析方法としては、修正版グラウンデッド・セオリ ・ーアプローチ（Modified Grounded 






























第１章 C.オルフの音楽教育理念と中心概念としての  
エレメンターレ・ムジークについて  
 
第１節 オルフの音楽教育理念に見るゲーテの思想の影響  
多くのオルフ研究者が参照する文献の一つに、カール・オルフと共にオルフ研究所の発
展に貢献した音楽教育学者・作曲家のヴィルヘルム・ケラーによる『“子どものための音楽”





































再び見直され、支持されるようになった（高橋  1988: ８）。  
 











































































































活用できるのである（筆者訳）（同上 : 51）。  
 
子どもは、生来の自然らしさによって、大人よりもずっと誤りのない反応をする













































































































































































































第２節 オルフの音楽教育理念とゲーテ、ホイジンガ、ユンガーの遊戯論  









































イジンガ  1973: 42）。  
○遊びの機能には、「闘争」と「表現」がある（同上 : 73）。  
○音楽と遊びの共通点として、「繰り返すことができる、秩序がある、リズムをもつ、規則
正しい変化をする」点が挙げられる（同上 : 103-104）。  
○ギリシアの音楽観においては、模倣が重要視されていた（同上 : 333）。  
○舞踊とは、完璧な遊びの形式である（同上 : 338）。  
○18 世紀以降、芸術が高度な文化として発展したことにより、遊びの要素が喪失された（同
上 : 407-408）。  
 






































































































































































































①  ペスタロッチの「エレメンタールな人間形成の思想」は教育論の転換をもたらした。  
②  フレーベルは「遊び」を「内面の自由な表現活動」として重視した。  
③  モンテッソーリは「自発性」を教育の探求への手がかりとした。  
④  ブーバーの「人生とは出会いである」という思想を、  
ゴーガルテン､グリーゼバッハ､グワルディーニ､リットは教育学的に方向づけた。  
ボルノーは覚醒作用（教育者の助けを通した自発性）に関連させた。  
































図  １－3：クラフキの「二面的開示」の理論モデル  
























①  das Fundamentale 基礎的なもの  
これは基礎的経験･体験を指し、全体的情調・雰囲気によって経験できる。  





③  das Typische 類型的なもの  
これは「類型」とよばれる一般的なものと、この簡潔な現象とみなされる個物として
の特殊的なものとの関係形式である。地理や生物の教授に妥当する。  










⑥  die einfachen Zweckformen 単純な目的形式  
  書き方・読み方、外国語、体育、技術などに妥当する。  




































































































表１－  1：オルフ･アプローチにおける系統発達と個体発達の互発達性  






































































































①Boehmers, Konrad. 1969 „Neue Musikzeitung” April/Mai Seite３  „Revolution der Musik oder 
Musik der Revolution?” Vorabdruck einer Raffung seines Vortrags auf der Musikerziehung 















② Günter, Ulrich. 1964 „Zur Bedeutung des Instruments in Musikerziehung und 
Musikunterricht“,Essen S.15. 








→ケラーの反論（Keller 1969：486－487）  
「私は以前、バルトークの《ミクロコスモス》とオルフの『シュールヴェルク』を、イ
デオロギーから解放された構想の例として挙げた。  













③Alt, Michael. 1968 „Der Wandel des musikalischen Bewußtseins durch die Medien und 
pädagogischen Folgen“,  in „Der Einfluß der Technischen Mittler  auf Musikerziehung unserer 






























④Abel-Struth, Singrid. 1969 den Didaktier W. Klafki zitierend und kommentierend, in „Versuch 
über die Möglichkeiten einer Konvergenz von Musik und Pädagogik“ in „Forschung in der 



















































⑤ Adorno, Th. W. 1963 „Kritik des Musikanten“, S.95 96 und „Zur Musikpädagogik“, 










































































































































































       人物（理論、思想など）  
影響を与えている  
 


















































































































年までを導入期とし、1969 年から 1988 年に日本オルフ音楽教育研究会の設立される前年
までを展開期、1988 年以降を拡張期とする時代区分は明確で妥当なものであると思われる。 
 
第１節 導入期（1953～1968）  















 オルフのいう根源的 Urtümlichen で基礎的なもの  Elementaren とは、原始的な










が多く、「オルフ･ブーム」は短期間で衰退していったという（中地  2000a: 311）。  
 
 

































































第３節 拡張期（1988～）  
 拡張期の「拡張」とは、「エレメンターレ・ムジークの解釈の拡張」を意味している（中















                                                 




























音楽通信』の第 17 号から第 36 号（1998～2011）に掲載された全実践記録とする 7。これら
                                                 



















































（Japanese Schulwerk） 」、②「シュールヴェルク型の実践例」を「OS（Original Schulwerk）」、
③「拡張型の実践例」を「EX（Extension）」、④「非シュールヴェルク型の実践例」を「NS











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































見解を示す文献（酒井  1992: 75）も見られたことから、先行研究の研究成果を踏まえて援
用するなどの、理論的な共有がなされない傾向があるのではないだろうか。  
日本における「理念理解不足の問題」に関して、最も根本的で、影響の大きい問題点を









普通である。ドイツ語で「思い付き・考え」などは Einfall とか Gedanken によるこ
とが一般的であり、Idee は更に高い概念を含んで用いられるもののようである。Idee


























































第３章 調査の手続きと予備調査の実施  
 



















































































































ウンデッド･セオリー・アプローチ（Modified Grounded Theory Approach）」を用いて分
析することとする。以下、木下に倣い、「修正版グラウンデッド･セオリー･アプローチ」を
「M-GTA」と略記する。  




























 以上の手続きに従って、面接調査を実施し、分析を行う 11。  
  




香曽我部琢 2009 「幼児の音楽表現における『創造性』の概念とその構成要素」  
木村優 2010 「教師による授業実践の省察過程における感情の役割」  
高林朋世他 2010 「エピソード記録の重ね合わせの可能性」  
久保順也 2010 「初等教育教員養成課程における学生の教職意識の形成プロセスに関す
る縦断的研究（１）  
田中浩司 2010 「年長クラスにおける鬼ごっこの指導プロセス」  
田村節子他 2007 「保護者はクライエントから子どもの援助パートナーへとどのように
変容するか」  
水野将樹 2004 「青年は信頼できる友人との関係をどのように捉えているのか」  
 













表  ３－1：予備調査の対象者一覧  
対象者  年齢  性別  専攻･学年（専攻楽器）  オルフ歴  
Pre①  23 歳  男性  修士課程院生・音楽教育専攻・１年（クラリネット） ３年  
Pre②  30 歳  女性  博士課程院生・音楽教育専攻・１年（声楽）  ８年６ヶ月  
Pre③  19 歳  女性  音楽大学学部生・音楽教育専攻・２年（ピアノ）  １年６ヶ月  
Pre④  20 歳  男性  音楽大学学部生・音楽教育専攻・２年（ファゴット） １年６ヶ月  
Pre⑤  18 歳  女性  音楽大学学部生・音楽教育専攻・１年（ピアノ）  ６ヶ月  
Pre⑥  18 歳  女性  音楽大学学部生・音楽教育専攻・１年（ピアノ）  ６ヶ月  
Pre⑦  18 歳  女性  音楽大学学部生・音楽教育専攻・１年（ピアノ）  ６ヶ月  
Pre⑧  19 歳  男性  音楽大学学部生・音楽教育専攻・２年（声楽）  １年６ヶ月  
Pre⑨  20 歳  女性  音楽大学学部生・音楽教育専攻・２年（ピアノ）  １年６ヶ月  





 予備調査は、2011 年９月１日から 2011 年９月 14 日に以下の順序で実施した。  
 
実施日：2011 年９月  １日・・・pre①、pre②  
    2011 年９月  ７日・・・pre③、pre④  
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    2011 年９月  ９日・・・pre⑤、pre⑥  
    2011 年９月 12 日・・・pre⑦、pre⑧  
    2011 年９月 14 日・・・pre⑨、pre⑩  
 予備調査の面接は、Pre①、Pre②は武蔵野音楽大学江古田校舎 310 室にて実施し、Pre
③以降の対象者の面接は、入間校舎３－303 教室にて行った。  
 面接にあたっては、協力を依頼した学生に、匿名性の確保や参加の自由意志等の倫理的
条件を書面にて確認を行った。  




 本研究の調査で明らかにすべき内容は、以下の通りである。  
 






















 以上の内容を明らかにするため、対象者それぞれに質問項目を設定して面接を行った。  
まず、対象者 Pre①に対して行った面接の質問項目を以下に示す。  
 
① ○○さんのご家庭の、音楽的な環境についてお話してください。  
② ○○さんの音楽歴や、音楽に関する出来事を子どもの頃から順に教えてください。  
③ ○○さんが、初めてオルフ・アプローチに関する授業を受けたのはいつですか？そ
の後、どのくらいの期間、頻度で授業を受けましたか？  
④ ○○さんは、どんな先生のオルフの授業を受けましたか？  
⑤ ○○さんは、オルフの授業を受け始めた時、どんな印象を持ちましたか？時間が経
つにつれ、その印象は変わりましたか？  
























① ○○さんのご家庭の、音楽的な環境についてお話してください。  










⑧ ○○さんは、どんな先生のオルフの授業を受けましたか？  
⑨ ○○さんの保護者の方は、オルフの授業をご覧になったことはありましたか？  
 （その時、保護者の方はどんな感想をお持ちでしたか？）  
⑩ オルフ・アプローチの授業を受けたことによって、ご自身の音楽活動のプラスにな
ったと思うことは、どのようなことですか？  
⑪ ○○さんはどうしてオルフについての論文を書こうと思ったのですか？  
⑫ 論文の先行研究として、特に参考になったのはどの文献ですか？  
⑬ ○○さんの、オルフに関する論文の概要と特徴的な部分を教えてください。  

























○25  ○○さんは、これからどのようにオルフと関わっていきたいですか？  























① ○○さんのご家庭の、音楽的な環境についてお話してください。  
② ○○さんの音楽歴や、音楽に関する出来事を子どもの頃から順に教えてください。  
③ ○○さんが、初めてオルフ・アプローチに関する授業を受けたのはいつですか？そ
の後、どのくらいの期間、頻度で授業を受けましたか？  















































表  ３－2：予備調査分析ワークシートのサンプル  
概念名 １－１  適度な音楽環境を整える母親  
定義  強制することなく、自然に音楽との関わりを伝える母親の音楽教育に対する方針。 

























概念名  １－１  適度な音楽環境を整える母親  
概念名  １－２  合奏（特に吹奏楽器）の喜び  
概念名  １－３  勉強に関する挫折と自信、ジレンマ  
概念名  １－４  進路決定に人間関係が大きく作用した  
概念名  １－５  オルフは「遊び」か「学習」かわからない  
概念名  １－６  対象者特有の「学習観」と「遊び観」  
概念名  １－７  表現に対する「恥ずかしさ」と「不安」  
概念名  １－８  自由な表現の可能性  
概念名  １－９  交流の手段としてオルフが有効である  
概念名  １－10 誰にでも出来る「基礎的な音楽」  
概念名  １－11 オルフの学習的でない側面に魅力を感じる、日本人の実践者と子ども  
概念名  ２－１  音大進学に固執する母親  
概念名  ２－２  「自分が音楽の教師だったら良かったのに」という母親の後悔  
概念名  ２－３  音大へ行けば偏差値から開放されると考える両親  
概念名  ２－４  練習からの逃避  
概念名  ２－５  勉強に対する周囲の評価と自信  
概念名  ２－６  本番における弱さ  
概念名  ２－７  社会に出てからの実技に対する意識変化  
概念名  ２－８  作曲への意欲とオルフ体験との関連  
概念名  ２－９  オルフの即興・創作は楽しい自己表現  
概念名  ２－10 身体表現に対する不安・抵抗感  
概念名  ２－11 オルフは自由だ  
概念名  ２－12 〈対象者①〉先生  
概念名  ２－13 オルフに対する一般的な誤解  
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概念名  ２－14 音楽科教育法でオルフと再会  
概念名  ２－15 『オルフの「オ」の字に 3 年』の曖昧説と理論化への意欲  
概念名  ２－16 「エレメンターレ・ムジーク＝基礎的な音楽」ではない  
概念名  ２－17 日本のオルフに対する意見  
概念名  ２－18 オルフの実践面における経験不足  
概念名  ３－１  音楽は「上を目指す」ため  
概念名  ３－２  さまざまな楽器の体験とアンサンブルの喜び  
概念名  ３－３  演劇を勉強する立場から  
概念名  ３－４  即興的アンサンブルにおける工夫  
概念名  ３－５  オルフ指導者の受容的態度と期待感  
概念名  ３－６  オルフの正しい概念理解と実践による体感の一致  
概念名  ３－７  オルフにおける表現とデタラメの表現の違いに対する迷い  
概念名  ３－８  日本語や日本伝統音楽をよく理解した上でのオルフ･アプローチの適用へ
の意欲  
概念名  ３－９  日本人のメンタル面を配慮したオルフ･アプローチの変更の提案  
概念名  ４－１  音楽を愛好する家族  
概念名  ４－２  教育関係の両親の職業から受けた影響  
概念名  ４－３  自身の音楽の専門性に対する自負とオルフの音楽レベルとの差  
概念名  ４－４  アンサンブルの喜び  
概念名  ４－５  即興的アンサンブルにおける工夫  
概念名  ４－６  オルフ指導者の受容的態度と表現への期待感  
概念名  ４－７  日本人にとって親しみのある音楽の使用  
概念名  ４－８  日本人のメンタル面を配慮したオルフ･アプローチの変更の提案  
概念名  ４－９  オルフにおける表現に関する誤解  
概念名  ５－１  ピアノ学習開始年齢と音楽大学受験を目指す時期  
概念名  ５－２  オルフは気楽で楽しい授業という印象  
概念名  ５－３  オルフは学習の段階がだんだんとレベルアップする  
概念名  ５－４  オルフは技能を重視しない  
概念名  ５－５  オルフは子どもの中から出てくる発想が活動の中心になる  
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概念名  ５－６  オルフの特徴の正しい理解  
概念名  ５－７  日本語から出発するオルフの系統性への賛同  
概念名  ５－８  音と動きの融合の点で、オルフはリトミックと似ている  
概念名  ５－９  オルフは、指導者がより綿密に授業準備をする必要がある  
概念名  ５－１０  オルフ指導者は、子どもに任せる指導法を採る  
概念名  ５－１１  オルフ指導者は受容的な態度をとる  
概念名  ５－１２  オルフは、初心者・子ども・楽譜が読めない人も参加可能  
概念名  ５－１３  「基礎」は乗り越えるものではなく、土台としていつもあるものである。 

































（５）演奏への劣等コンプレックス  練習からの逃避  
本番における弱さ  
 







（７）オルフ指導者の受容的・誘発的態度  オルフ指導者は受容的な態度をとる  
オルフ指導者の受容的態度と表現への期待感  
オルフ指導者は、子どもに任せる指導法をとる  


















（11）オルフ曖昧説  『オルフの「オ」の字に 3 年』の曖昧説と理論化への意欲  
（12）オルフへの誤解  オルフに対する一般的な誤解  









































（19）日本でのオルフの魅力  オルフの学習的でない側面に魅力を感じる日本人  



































































































































        
       ・・・対象者の音楽的背景を示している。  
      
        
       ・・・対象者の感情や思考を示している。   はポジティブ、  
             はネガティブな感情を表す。  
        
       ・・・対象者の概念理解を示す。  
 
 




     ・・・それぞれのグループで共通する傾向が強い流れを示している。  
     ・・・細い点線の矢印で、このような流れも若干見られることを示している。  
































































































調査日の 10 日ほど前に、オルフ･セミナーに参加していた。  













































































































































































































































































































































































































第４節 質問項目の修正  
 
 以上の予備調査を受けて、本調査では以下の点を特に追加して質問項目を設定した。  
 






















第４章 オルフ研究者・実践者を対象とした調査の実施（本調査）  









的に 19 名の対象者に面接を実施した。  
2012 年３月８日から 2013 年７月４日までに面接を実施した。対象者の詳細は以下の表
４－１の通りである。  
 
表  ４－1：本調査の対象者（2012 年３月８日～2013 年７月４日実施分）  
対象者  年齢  性別  専攻  対象者の主な指導対象  オルフ歴  
①  63 歳  男  作曲  音楽大学教育学科学生・院生  38 年  
②  64 歳  男  教育  国立大学教育学部学生・院生  43 年  
③  57 歳  女  声楽  私立大学初等・幼児教育学部学生  33 年  
④  33 歳  女  ピアノ  音楽大学附属音楽教室の子どもたち  13 年  
⑤  59 歳  男  声楽  短期大学幼児教育学科学生  19 年  
⑥  68 歳  男  声楽  私立大学学生（国際理解学科など）  45 年  
⑦  83 歳  男  教育  国立大学附属小学校児童・大学生  53 年  
⑧  74 歳  女  ピアノ  ピアノ教室生徒  35 年  
⑨  31 歳  女  ピアノ  公立中学校生徒・公立小学校児童  ８年  
⑩  60 歳  女  ヴァイオリン  音楽大学附属音楽教室の子どもたち  40 年  
⑪  ？歳  女  教育  幼稚園児・幼稚園教諭  20 年  
⑫  59 歳  女  教育  公立小学校児童  39 年  
⑬  54 歳  女  教育  国立大学教育学部学生  36 年  
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⑭  50 歳  女  ピアノ  音楽大学附属音楽教室の子どもたち  27 年  
⑮  46 歳  女  教育  短期大学保育学科学生  26 年  
⑯  53 歳  女  ピアノ  ピアノ教室の子どもたち、障害児  32 年  
⑰  54 歳  女  声楽  音楽大学附属音楽教室の子どもたち  51 年  
⑱  52 歳  男  教育  国立大学教育学部学生・院生  30 年  










 本面接調査は、2012 年３月８日から 2013 年７月４日に以下の順序で実施した。  
①2012 年３月８日（本学江古田校舎 310 室）  
②2012 年４月３日（対象者勤務先大学研究室）  
③2012 年５月 22 日（対象者勤務先大学研究室）  
④2012 年５月 23 日（本学江古田校舎レッスン室）  
⑤2012 年６月８日（対象者勤務先大学研究室）  
⑥2012 年８月 27 日（対象者自宅）  
⑦2012 年９月 16 日（対象者自宅）  
⑧2012 年 10 月１日（対象者自宅）  
⑨2012 年 10 月２日（対象者勤務先中学校教室）  
⑩2012 年 10 月 20 日（本学江古田校舎 201－01 室）  
⑪2012 年 11 月 21 日（書面にて回答）  
⑫2012 年 12 月 20 日（対象者勤務先小学校教室）  
⑬2013 年３月 13 日（対象者勤務先大学研究室）  
⑭2013 年３月 16 日（本学江古田校舎 210 室）  
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⑮2013 年４月 13 日（池袋スタジオノア）  
⑯2013 年５月 19 日（対象者の音楽教室）  
⑰2013 年５月 22 日（本学江古田校舎 271 室）  
⑱2013 年６月 10 日（メールにて回答）  




面接時間は当初 45 分程度を予定していたが、平均して 1 時間 30 分程度、最長で３時間















































① 先生の、子どもの頃のご家庭は、どのような音楽的な環境だったでしょうか？   
② 先生の音楽歴を、小さい頃から順に教えていただけますでしょうか？  
③ 先生とオルフ・アプローチとの出会いですが、先生が、いつ、どのような場面でオ
ルフ・アプローチを初めてお知りになったのかを、お話してください。  
④ 先生は、その時オルフ・アプローチのどんなところに魅力を感じられましたか？  
























































































第２節 対象者①～⑲についての考察  
 本節では対象者①から対象者⑲までの 19 名分の個別分析と考察を行う。  
ここでは面接対象者のプライバシーに配慮して、考察の詳細を別冊資料②（武蔵野音楽
大学附属図書館所蔵・WEB 非公開）として提示することにした。  
そこで、次節（第３節）に移り、19 名の対象者からいただいた貴重な回答を基に、それ
らを総合的に分析・考察することにする。  






第３節 総合的な分析と考察  




































































































ⅠAa１  概念名 １－１  音楽的に適度に恵まれた家庭環境  
ⅠAa２  概念名 ３－１  音楽的に適度に恵まれた家庭環境  
ⅠAa３  概念名 ４－１  適度に恵まれた音楽的環境（合唱）  
ⅠAa４  概念名 ９－１  音楽的に適度に恵まれた環境（合唱）  
ⅠAa５  概念名 11－１  音楽的に恵まれた環境  
ⅠAa６  概念名 15－１  恵まれた音楽環境と家族の期待  
 
ⅠAb：音楽を愛好する家族  
ⅠAb１  概念名 ２－１  ややクラシック寄りの音楽を愛好する家庭環境  
ⅠAb２  概念名 ８－１  さまざまな音楽を愛好する両親  
ⅠAb３  概念名 12－２  姉妹の習い事  
ⅠAb４  概念名 13－１  小学校教諭の母が、音楽に親しんでいた  
 
ⅠAc：バイ・ミュージカリティー的な音楽環境  
ⅠAc１  概念名 ２－２  祖母が箏の師匠をする環境  
ⅠAc２  概念名 ３－３  幼少期のバイ・ミュージカリティー的音楽経験  
ⅠAc３  概念名 ５－１  祖母が三味線を弾く環境  
ⅠAc４  概念名 12－１  邦楽を演奏する両親  
 
ⅠAd：音楽と無関係な家庭環境  
ⅠAd１  概念名 10－１  音楽と関係ない生活を送る両親  






ⅠAe１  概念名 １－２  音楽への意欲を左右する周囲の反応  
ⅠAe２  概念名 ６－３  母の病をきっかけに音楽家を志す  
ⅠAe３  概念名 ８－２  自然と親しんで育った子ども時代  
ⅠAe４  概念名 16－１  障害のある弟  




ⅠBa１  概念名 １－４  いろいろな作曲家に対する憧れ  
ⅠBa２  概念名 ６－１  物質的には困難な時代だったが母の歌や讃美歌で精神的
に満たされた幼少期  
ⅠBa３  概念名 ６－２  教会で歌うことで、歌の好きな少年に育った  
 
ⅠBb：合唱経験  
ⅠBb１  概念名 ３－４  中学校での合唱経験から声楽科へ進学  
ⅠBb２  概念名 ５－２  さまざまな音楽活動を楽しむ子ども時代（合唱）  
ⅠBb３  概念名 10－２  対象者の音楽歴（合唱）  
ⅠBb４  概念名 12－５  中等教員養成科から小学校教諭を目指す（合唱）  
ⅠBb５  概念名 13－２  対象者の音楽歴（合唱）  
ⅠBb６  概念名 15－３  合唱団  
 
ⅠBc：学校における音楽経験  
ⅠBc１  概念名 ２－３  学校生活における音楽経験と音楽に対する自負心（合唱） 
ⅠBc２  概念名 ２－４  理想の教師との出会いと音楽教師を目指す意欲  
ⅠBc３  概念名 ９－２  先生にあこがれて、大学院では音楽教育専攻で学ぶ  
ⅠBc４  概念名 12－４  音楽分析に重点をおく教師たちからの指導と対象者の進
路選択  




ⅠBd１  概念名 ３－２  早期に開始したピアノ学習  
ⅠBd２  概念名 ５－３  ピアノの上達が早かった  
ⅠBd３  概念名 ５－４  短期間の音大受験の準備  
ⅠBd４  概念名 ５－７  イタリア・オペラへの志向  
ⅠBd５  概念名 ５－５  ＮＨＫの番組で歌のお兄さんを務める  
ⅠBd６  概念名 ８－３  鍵盤楽器の学習  
ⅠBd７  概念名 12－３  対象者のピアノ学習経験  
ⅠBd８  概念名 14－１  気がついたらピアノを弾いていた  
ⅠBd９  概念名 14－２  ヤマハでの作曲の経験  
ⅠBd10 概念名 14－３  無条件に音楽の道を進路選択する  
ⅠBd11 概念名 15－２  小学校２年生から音大を目指す  
ⅠBd12 概念名 16－４  附属中学高校から音大ピアノ科に進学  
ⅠBd13 概念名 17－１  対象者の音楽経験（幼稚園から音大附属）  




ⅠBe１  概念名 １－３  音楽実技に関する力量不足  
ⅠBe２  概念名 ３－５  ソルフェージュ特別クラスで経験した葛藤  
ⅠBe３  概念名 15－４  ピアノの練習をしない子どもだった  
ⅠBe４  概念名 15－５  音大受験では第２希望の音楽教育学科に進学する  
ⅠBe５  概念名 16－２  先生が好きでオルガン教室に通う  
ⅠBe６  概念名 16－５  どちらかと言えば音楽や練習が嫌いだった  
ⅠBe７  概念名 16－10 厳しいピアノ科教授との師弟関係  







ⅠBf１  概念名 ４－２  自然な流れで音大に進学  
ⅠBf２  概念名 11－２  対象者の音楽経験  
ⅠBf３  概念名 19－２  対象者の音楽経験  
 
ⅠBg：音楽教育に関する対象者の主張  
ⅠBg１  概念名 ７－６  翻訳輸入された外国曲を授業で歌わせることで、音楽嫌い
が増える  
ⅠBg２  概念名 ７－８  日本の音楽科授業ではピアノを多用しすぎである  
ⅠBg３  概念名 ７－15 コンクールのための音楽教育は非教育的で、音楽嫌いを助
長する  
ⅠBg４  概念名 ２－５  高校の学習範囲を超えた、音楽教師養成課程の入試のあり
方に対する憤り  







ⅡAa１  概念名 １－５  作曲の先生の勧めでオルフと出会う  
ⅡAa２  概念名 ２－７  音楽教育の自主サークルで先輩からシュールヴェルクを
紹介された  
ⅡAa３  概念名 ３－６  音楽家を育てるための幼児のソルフェージュ教育を模索  
ⅡAa４  概念名 ３－８  ソルフェージュ教育のために、オルフ、コダーイ、リトミ
ックについて留学して研究することを勧められる  
ⅡAa５  概念名 ３－９  ソルフェージュ教育の留学の足場としてオルフ研究所を
選ぶ  
ⅡAa６  概念名 ５－９  オルフ・アプローチとの出会い  
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ⅡAa７  概念名 11－３  オルフ・アプローチとの出会い  
ⅡAa８  概念名 ６－４  オルフ来日の講演会で強烈な印象を受ける  
ⅡAa９  概念名 ６－５  シュールヴェルクの音楽の素晴らしさに感服した  
ⅡAa10 概念名 10－３  対象者⑥をはじめとする先輩のオルフ指導者に魅かれて
研究を始める  
ⅡAa11 概念名 ９－３  音楽教室での初めてのオルフ経験  
ⅡAa12 概念名 19－３  オルフ・アプローチとの出会い  
ⅡAa13 概念名 ４－４  「恥ずかしさからの解放」の研究のためにオルフの勉強を
始める  
ⅡAa14 概念名 ８－６  ピアノ指導の補助としてのオルフ・アプローチ  
ⅡAa15 概念名 13－４  星野の講座でオルフを知り、ザルツブルグの夏期講習を受
ける  
ⅡAa16 概念名 16－８  大学３年時にオルフ研究所のサマーコースに参加  
ⅡAa17 概念名 16－９  オルフ研究所のように音楽と出会い直したいと思った  
ⅡAa18 概念名 12－６  『創造性と音楽教育』によってオルフの音楽教育と出会う  
ⅡAa19 概念名 14－４  音楽教室の依頼によってオルフ講師になる  
ⅡAa20 概念名 17－３  オルフ講師になり、悩みが深まる  
 
ⅡAb：オルフ・アプローチの第一印象  
ⅡAb１  概念名 １－７  オルフの音楽教育の第一印象  
ⅡAb２  概念名 ４－３  はじめてのオルフの体験の印象  
ⅡAb３  概念名 ９－４  オルフの先生がほめてくれたことがうれしかった  
ⅡAb４  概念名 10－４  オルフ・アプローチに初めて触れた時の衝撃  
ⅡAb５  概念名 11－４  難易度の高いリトミックからオルフ・アプローチへの移行  
ⅡAb６  概念名 13－５  初めてオルフの夏期講習に参加して、身体を使った即興に
魅力を感じた  
ⅡAb７  概念名 14－５  最初はオルフに魅力を感じなかった  
ⅡAb８  概念名 15－６  オルフ・アプローチの第一印象は「不思議な活動」だった  





ⅡAc１  概念名 ４－５  オルフ・アプローチの概要を説明する文献  
ⅡAc２  概念名 ６－８  オルフ・アプローチを学ぶ学生が参考にすべき文献は多数
ある  
ⅡAc３  概念名 ８－７  オルフ・アプローチのバイブルとしての星野の本  
ⅡAc４  概念名 13－６  対象者の薦めるオルフに関する文献  
ⅡAc５  概念名 14－14 『Exploring Orff』の手順や基準は参考になる  
ⅡAc６  概念名 15－９  『Musik und Tanz für Kinder』を参考に研究する  
ⅡAc７  概念名 15－10 参考にしているオルフ実践の本 
ⅡAc８  概念名 16－７  音楽療法の本や講座からオルフ研究所を知る  
ⅡAc９  概念名 18－１  対象者が参考にした文献  





ⅡBa：  留学の目的  
ⅡBa１  概念名 １－９  オルフの原点を知るために留学する  
ⅡBa２  概念名 ２－11 星野圭朗先生との交流とドイツ留学への希望  
ⅡBa３  概念名 ６－７  留学への準備  
ⅡBa４  概念名 15－７  子どものころから留学に憧れていた  
 
ⅡBb：留学の収穫  
ⅡBb１  概念名 １－10 １回目に留学した際の失望  
ⅡBb２  概念名 １－22 実りの多かった２度目の留学  
ⅡBb３  概念名 ２－13 オルフ研究所で学んだ作曲法や打楽器のレッスンによ
って、オルフの音楽に近づけた  




ⅡBc１  概念名 ６－19 対象者が留学した 1971 年当時のオルフ研究所の実態  
ⅡBc２  概念名 ６－20 研究所で行った日本の俳句、短歌を用いたアンサンブル  
ⅡBc３  概念名 ６－18 オルフ研究所はモーツァルテウムに編入されて転換期
を迎えた  
ⅡBc４  概念名 16－11 オルフ研究所でのカジュアルな人間関係  
ⅡBc５  概念名 16－19 オルフ研究所は民主主義の学校である  
ⅡBc６  概念名 16－66 民主主義の弊害でオルフを知らない指導者が研究所に
入っている  
ⅡBc７  概念名 16－20 オルフ研究所におけるトラブルの報告  







ⅡBd１  概念名 16－15 オルフ研究所の２年コースに入学し、４年コースに編入し
た  
ⅡBd２  概念名 16－16 国際色豊かな２年コース  
ⅡBd３  概念名 16－17 オルフ研究所での教育実習  
ⅡBd４  概念名 16－18 先生によって指導法がさまざまである点が研究所の面白
さでもある  
ⅡBd５  概念名 16－25 研究所には多様な指導対象に向けた実習クラスがある  
ⅡBd６  概念名 16－26 オルフ研究所の子どもクラスにおける実習の実態  
ⅡBd７  概念名 16－27 ユングマイヤーの教育実習の指導  
ⅡBd８  概念名 16－28 「軍隊的」な動き、画一的な表現への嫌悪感  
ⅡBd９  概念名 10－８  ユングマイヤーの授業の素晴らしさに感銘を受ける  
ⅡBd10 概念名 ６－９  マーガレット・マリーの言葉のアンサンブルの指導  
ⅡBd11 概念名 ６－13 クリスティーネ・ヴィーブリッツの子どもの合唱指導  
ⅡBd12 概念名 ６－15 ヴェルナー・シュタードラーの図形楽譜  
ⅡBd13 概念名 15－11 ハーゼルバッハは、綿密な授業準備とそれを忘れてその場
で活動をつくることを教えてくれた  
ⅡBd14 概念名 18－２  レグナーからの影響  
ⅡBd15 概念名 16－13 誉田真理  
ⅡBd16 概念名 16－29 応用ピアノの授業  
ⅡBd17 概念名 16－50 オルフ研究所の先生で理論が語れない先生はいない  
 
ⅡBe：オルフ研究所の講習会  
ⅡBe１  概念名 12－15 モーツァルテウムの講習会で、日本の音楽教育実践の有効
性に確信をもった 
ⅡBe２  概念名 13－23 ドイツのオルフ授業はオーソドックスだった 
ⅡBe３  概念名 14－7 ザルツブルクの講習でオルフの楽しさを知る  






ⅡC１  概念名 13－24 アメリカの大学は単位互換制度があるので、他大学の講座
を受けることができる 
ⅡC２  概念名 14－８  誘いを受けてアメリカのオルフ講習に参加する  
ⅡC３  概念名 14－９  アメリカではオルフ講習の受講が教師のキャリアアップ
につながる  
ⅡC４  概念名 14-10 アメリカの講習会の内容  
ⅡC５  概念名 14-11 アメリカのオルフ講習では宿題が出る  
ⅡC６  概念名 14-12 アメリカのオルフ授業はアプローチの手順が明確である  
ⅡC７  概念名 14-13 アメリカ留学を経て、授業の手順に自信がもつことができ
た  
ⅡC８  概念名 14-16 スティーブン・カラントピオの指導  
ⅡBf：音楽療法と療法的音楽教育の区別  
ⅡBf１  概念名 16－14 オルフ研究所には音楽療法コースがない  
ⅡBf２  概念名 16－21 小児センターのオルフ音楽療法と研究所のクラスを混同
する日本人  
ⅡBf３  概念名 16－22 オルフ研究所の音楽療法的社会的養護教育のクラス  
ⅡBf４  概念名 16－24 ゲルトルート・オルフのオルフ音楽療法  
 
ⅡBg：留学信仰  
ⅡBg１  概念名 ２－30 理念理解も現場での経験も有効だが、オルフ研究所で学ぶ
ことは指導者としての基礎になる。  
ⅡBg２  概念名 ８－21 留学して言語や文化とともに音楽を学ぶ必要がある  
ⅡBg３  概念名 16－49 オルフ研究所で勉強しないと、オルフの本質は理解できな
い  
ⅡBg４  概念名 16－52 オルフ研究所に２年間留学してもオルフの本質を理解す
ることができない 






ⅢAa１  概念名 ６－27 オルフの音楽教育理念  
ⅢAa２  概念名 ６－29 子どものための音楽とは  
ⅢAa３  概念名 ６－35 音楽と感情は不可分である  
ⅢAa４  概念名 ６－44 文化や言語の違いによって、聞こえてくる音楽は変わるが、
理念は同じ  
ⅢAa５  概念名 10－10 オルフ・アプローチの３本柱は、音・動き・言葉である  
ⅢAa６  概念名 ９－12 対象者のオルフ観  
ⅢAa７  概念名 12－20 オルフ・アプローチの特徴とは  
ⅢAa８  概念名 16－40 オルフの教育は「音楽を通した全人教育」である。  
ⅢAa9 概念名 16－46 オルフの理念ではその国の文化が重視される  
ⅢAa10 概念名 17－６  言葉や動きは手段ではなく、それらを含む音楽表現である点
がオルフ・アプローチの特徴である  
ⅢAa11 概念名 18－３  オルフ・アプローチは音楽の根源から人間の根源に働きかけ
る教育である  




ⅢAb１  概念名 ６－30 人間の成長過程とオルフの音楽教育は合致している  
ⅢAb２  概念名 ６－32 オルフの音楽教育と子どもの成長過程の関連性  










ⅢAd１  概念名 ２－８  オルフ・アプローチではなく、オルフの「音楽（表現）教
育」である。  
ⅢAd２  概念名 ２－14 オルフ・アプローチとは参加者がさまざまな要素を「作り
出すこと」である  
ⅢAd３  概念名 12－10 オルフ教育は、言葉のことを音楽表現として考えるもとに
なる  
ⅢAd４  概念名 13－11 「子どもから出発する音楽」がオルフ・アプローチの一番
の特徴である  





ⅢAe１  概念名 ３－７  オルフは一般教育向けである  





ⅢAf1 概念名 １－16 「オルフとは何か」が言えたら（研究者としての理解度の）
完成  
ⅢAf2 概念名 １－28 オルフ･アプローチの範囲を規定することは難しい  
ⅢAf３  概念名 ３－10 オルフの特徴を端的に説明するのは難しいが、創造的で自
由度が高い点が重要な特徴である  
ⅢAf４  概念名 11－８  オルフ理念の理解は人それぞれでよい  










ⅢAh１  概念名 １－29 アメリカ人指導者によるオルフ・アプローチには陽気な国
民性が出ている  
ⅢAh２  概念名 ２－28 アメリカのオルフ指導者は、ジャズや少数民族の音楽など、
さまざまな要素を取り入れる  
ⅢAh３  概念名 ３－23 アメリカにおけるオルフ・グレードの実態に対する批判  
ⅢAh４  概念名 ８－18 オルフ・アプローチと国民性  
ⅢAh５  概念名 12－31 オルフ・アプローチにおけるグレードは好ましくない  





ⅢBa１  概念名 ６－28 エレメンターレ・ムジークとは  
ⅢBa２  概念名 15－16 エレメンターレ・ムジークは魂を揺さぶる音楽であり、本
質的でどの人間にも共通しているものである  
ⅢBa３  概念名 19－８  エレメンターレ・ムジークとは「人間から自然に発生し、
ことばと身体表現（動き）が伴っている音楽」である  





ⅢBb１  概念名 ２－20 エレメンターレ・ムジークは「基礎的な音楽」ではない  
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ⅢBb２  概念名 ３－16 エレメンターレ・ムジークは基礎ではなくもっと根源的で
ある  
ⅢBb３  概念名 16－42 エレメンターレ・ムジークは根源であって基礎ではない  
ⅢBb４  概念名 ２－19 「エレメンターレ・ムジークが易しい音楽とは限らない」
というケラーの発言  
ⅢBb５  概念名 ６－31 エレメンタールとは、幼稚や単純という意味ではなく人間
の本質である  





ⅢBc１  概念名 ２－18 エレメンターレ・ムジークの「遊び的」特徴は、演奏者と
聴衆を隔てる演奏会に対するアンチテーゼである。  
ⅢBc２  概念名 ３－15 エレメンターレ・ムジークとは奏者と聴衆とを隔てない音
楽活動である  




ⅢBd１  概念名 １－18 エレメンターレ・ムジークの基礎という概念はあくまでも基
礎である  
ⅢBd２  概念名 ４－14 エレメンターレ・ムジークとは「基礎的な音楽」である  
ⅢBd３  概念名 ４－21 オルフ・メソッドではなく基礎基本の音楽である  
ⅢBd４  概念名 10－18 エレメンターレ・ムジークは「家の基礎」のような重要なも
のである  
ⅢBd５  概念名 13－12 「音楽の基礎が大切である」という考え方が、エレメンター
レ・ムジークである  
ⅢBd６  概念名 13－13 エレメンターレ・ムジークのベーシックな部分は重要である  
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ⅢBd７  概念名 14－19 エレメンターレ・ムジークとは基礎を使って応用させるもの
である  
ⅢBd８  概念名 ８－14 基礎とは常にそこにあるもの  
ⅢBd９  概念名 18－４  基礎はあらゆる活動の根底にある不可欠なものである  
ⅢBd10 概念名 15－17 基礎とは、単純だがすてきな意味があるもの  





ⅢBe１  概念名 １－17 エレメンターレ・ムジークは料理である  
ⅢBe２  概念名 ４－13 エレメンタールとはパーツを生み出す人間自身である  
ⅢBe３  概念名 10－13 エレメンターレ・ムジークは人生の基礎である  
ⅢBe４  概念名 ８－13 エレメンターレ・ムジークとは音楽道と愛である  
ⅢBe５  概念名 17－７  《カルミナブラーナ》のような楽器の特性を生かした音楽
がエレメンターレ・ムジークである  
ⅢBe６  概念名 16－41 エレメンタールとはその人の核をなすものである  
ⅢBe７  概念名 17－８  エレメンターレ・ムジークは根源的な礎であり、あえて言
う必要もないものである  




ⅢBf１  概念名 12－21 エレメンターレ・ムジークは定義づけられていない  
ⅢBf２  概念名 ９－13 Ｐ先生はエレメンターレ・ムジークについて特別説明はし
ない  
ⅢBf３  概念名 13－14 エレメンターレ・ムジークを解釈するよりも「子どもから
発する」という特徴に目を向けるべきである  






ⅢCa１  概念名 １－12 オルフの原点はシュールヴェルクである  
ⅢCa２  概念名 ２－10 シュールヴェルクに感じる魅力の変化  
ⅢCa３  概念名 16－57 シュールヴェルクは偉大である  
ⅢCa４  概念名 12－12 シュールヴェルクをはじめとする作品の楽曲分析の重視  
ⅢCa５  概念名 14－29 指導者はシュールヴェルクを詳しく知ることが必要である  
ⅢCa６  概念名 14－30 シュールヴェルクの楽曲分析は重要である  
ⅢCa７  概念名 14－17 教会旋法は長調や短調のもとになっている  
ⅢCa８  概念名 14－15 現在では『シュールヴェルク』が授業のバイブルになって
いる  
ⅢCa９  概念名 ９－23 Ｐ先生は、どちらかと言えば、オリジナル・シュールヴェ
ルクの系統を用いている  











ⅢCc１  概念名 16－47 オルフ・シュールヴェルクはモデルに過ぎない  







ⅢCd１  概念名 ２－27 自国の言葉と自然な感覚にあったメロディーから音楽教育
をスタートする  
ⅢCd２  概念名 ３－22 日本では適用型のシュールヴェルクの系統を行うべきであ
る  
ⅢCd３  概念名 ７－１  オルフ・アプローチという表現は聞いたことがない  
ⅢCd４  概念名 ７－24 対象者のオルフ観（適用型）  
ⅢCd５  概念名 ７－４  日本のオルフ教育には、日本語や日本の伝統音楽を活用す
るべきである  
ⅢCd６  概念名 ７－７  オルフの弟子のベルディン氏も、日本語を活かしたオルフ
教育を推奨していた  
ⅢCd７  概念名 ７－10 オルフ教育の展開には、日本の歌や日本語の研究が必要で
ある  
ⅢCd８  概念名 ７－５  ドイツ語に適した旋律と日本語に適した旋律の違い  
ⅢCd９  概念名 ７－９  わらべ歌は自然で滑らかな旋律で、教材に適している  
ⅢCd10 概念名 10－24 日本人には日本語から出発するシュールヴェルクの系統が
自然である  
ⅢCd11 概念名 12－11 「適用型」のシュールヴェルクに対する共感  





ⅢCe１  概念名 １－13 日本語とオルフ  
ⅢCe２  概念名 １－27 オルフを日本に適用するには、日本語から出発すべき  
ⅢCe３  概念名 11－７  オルフ・アプローチにおける母国語の重視  




ⅢCe５  概念名 10－26 「日本適用型」では、和楽器や日本旋法に限らず季節感な
ど身近な要素を取り入れる  
ⅢCe６  概念名 13－28 外国人歌手の歌から、日本語の美しさに気づいた  





ⅢCf１  概念名 ２－32 オルフの基礎は５巻のシュールヴェルクであるが、拡張型
も両方視野におくべきだ  
ⅢCf２  概念名 13－21 シュールヴェルクの系統は意識していない  
ⅢCf３  概念名 17－14 シュールヴェルクの系統は意識せず、その子どもたちに必
要なことを判断して授業を組み立てる  
ⅢCf４  概念名 16－56 シュールヴェルクの扱いの変遷  
ⅢCf５  概念名 16－67 シュールヴェルクの系統図作成の是非  
ⅢCf６  概念名 16－69 過去の系統を斟酌しても無意味なので、現状に合った系統
図を作るべきだ  
ⅢCf７  概念名 16－68 時代のブームや子どもたちのニーズに応じて、シュールヴ
ェルクの系統も変化して当然である  
ⅢCf８  概念名 16－58 エレメンターレ・ムジークの拡張だとは思わない  





ⅢCg１  概念名 13－22 メソードは時代に応じて変化する  
ⅢCg２  概念名 13－27 「オルフ様様」ではなく、現状に応じたアレンジが大切で
ある  
ⅢCg３  概念名 16－55 オルフ・アプローチも日々変わっている  
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ⅢCh１  概念名 ４－12 オルフ・アプローチとは音楽を通して自分を見つけて表現
すること  
ⅢCh２  概念名 ３－18 オルフ・アプローチは、子どもの主体性を評価できる教育
である  
ⅢCh３  概念名 ８－15 オルフ・アプローチは個性を尊重する教育である  
ⅢCh４  概念名 15－15 単純でありながら本質的で、その人の生き方を見つけられ
るものがオルフ・アプローチの特徴である  
ⅢCh５  概念名 15－18 オルフ研究所の教育で「自分らしく生きること」の大切さ
を体験できた  
ⅢCh６  概念名 15－23 オルフ・アプローチの対象は音ではなく、人である  
ⅢCh７  概念名 15－24 私は音楽教育ではなく、人間を育てる表現に興味がある  
ⅢCh８  概念名 15－27 自分らしく生きることに、オルフはどういう意味を持つの
か考える  
ⅢCh９  概念名 15－28 自分自身や他者へのリスペクトを広げていくことについ
て、オルフ研究所で考えさせられた  
ⅢCh10 概念名 16－59 子どもには見通しがないし、必要としない  
ⅢCh11 概念名 16－62 先生の言うことは聞くべきという思い込みがある指導者  
ⅢCh12 概念名 16－33 関係性  
ⅢCh13 概念名 16－53 関係性の構築によって自尊感情が高まる  
ⅢCh14 概念名 16－35 対象がだれであろうと、人間対人間として向き合う  
ⅢCh15 概念名 16－37 役割交換やリーダーの面白さと大変さの認識  
ⅢCh16 概念名 16－60 模倣の成り立ちは同調である  






ⅢCi１  概念名 ８－５  オルフ・アプローチと緊張からの解放  
ⅢCi２  概念名 ８－16 オルフ・アプローチで培われるクリエイティブな発想  






ⅢD１  概念名 １－11 シュタイナー学校（ヴァルドルフ教育）のオイリュトミー
とオルフとの違い  
ⅢD２  概念名 １－14 オルフと似た活動とオルフ・アプローチとの区別  
ⅢD３  概念名 ３－11 コダーイ・システムの声楽重視は当時の東欧の貧しさから
発展したのではないか  
ⅢD４  概念名 ４－８  オルフとリトミックの指導法の違い  
ⅢD５  概念名 ４－23 リトミックに比べてオルフが普及しない理由  
ⅢD６  概念名 ５－10 リトミックとオルフの理念の違いを区別して把握すべきで
ある  
ⅢD７  概念名 ５－11 ダルクローズとオルフの関連性  
ⅢD８  概念名 ５－12 オルフに比べてリトミックの文献は充実している  
ⅢD９  概念名 ５－15 ダルクローズとオルフの特徴の違い  
ⅢD10 概念名 ５－19 リトミックにも自由さはあるが、目的がはっきりしている
ので価値判断できる  
ⅢD11 概念名 ５－26 リトミックの訓練をある程度積んでからオルフ・アプロー
チに触れると理解が進む  
ⅢD12 概念名 ５－31 リトミックの方が理論が体系化され、スキルも蓄積できる
ので主流にし、オルフの素材を取り入れている  






ⅢE１  概念名 １－15 みんな半信半疑で実践している  
ⅢE２  概念名 １－35 オルフ指導者は、自分の指導スタイルや理念理解とは違う
活動を見ると、「あれはオルフではない」という  
ⅢE３  概念名 ２－12 形だけ真似して、オルフの精神が活かされない活動  
ⅢE４  概念名 ２－21 昭和 40 年代に、オルフで音楽の「基礎的な能力」が身につ
くという誤解があった。  
ⅢE５  概念名 ２－26 輸入型のシュールヴェルクは、日本のオルフ・アプローチ
における最大の過ちである  
ⅢE６  概念名 ３－14 日本のオルフ研究者の間にかつて二大グループが存在した  
ⅢE７  概念名 ２－23 オルフの理念についての研究の深化と議論の必要性  
ⅢE８  概念名 ３－13 オルフ・アプローチに関する日本語訳された文献の不足が
問題である  
ⅢE９  概念名 ５－13 オルフは理論研究が徹底していないため、解釈が分かれる  
ⅢE10 概念名 5－24 オルフの活動についての説明不足が普及の妨げになる  
ⅢE11 概念名 ４－７  オルフ・アプローチについての端的な説明がないことによ
る混乱  
ⅢE12 概念名 １－32 オルフ研究会では、新しいアイディアの紹介に重点が置か
れている  
ⅢE13 概念名 16－64 オルフ研究会の講習は、オルフとの関連が明確でない「客
寄せパンダ的」な講座が多い  
ⅢE14 概念名 16－63 オルフ研究会は反省なしに発展することはないので、徹底
的なディスカッションが必要である  










ⅣAa１  概念名 ２－22 音楽教師養成におけるオルフ学習ではオルフの理念を充分
に伝える必要がある  
ⅣAa２  概念名 ３－17 学生にはオルフの理念を理解してほしい  
ⅣAa３  概念名 ６－26 オルフの教育理念をきちんと理解する必要がある  
ⅣAa４  概念名 ５－14 理念は変更不可能なものである  
ⅣAa５  概念名 ５－25 音楽教育は理論的な理解をせずに、活動だけを行うと、形骸
化したものとなる  
ⅣAa６  概念名 ６－49 オルフの音楽教育は切り売りできない  
ⅣAa７  概念名 10－11 授業のアイディアを模倣する指導者に対する批判  




ⅣAb１  概念名 ６－50 オルフ指導者の望まれる教師像  
ⅣAb２  概念名 ６－34 オルフの音楽教育は指導者自身も楽しむことが必要である  
ⅣAb３  概念名 ８－19 指導者には大道芸的な要素が必要  
ⅣAb４  概念名 ６－17 オルフの音楽教育が性格にピタッと合った  
ⅣAb５  概念名 ６－33 オルフのもつ拡散的思考  
ⅣAb６  概念名 ６－41 拡散的思考を持っている人にオルフの音楽教育は合う  








ⅣAc２  概念名 ６－14 オルフ指導者はハンドサインを完全に習得するとよい  




ⅣAd１  概念名 ３－21 オルフは指導者の向上心が反映して指導に違いが出る  
ⅣAd２  概念名 10－17 オルフ指導者は、自分の演奏のための勉強をきちんとする
必要がある  
ⅣAd３  概念名 ８－20 ピアノのレッスンを受け続ける  
ⅣAd４  概念名 10－７  文献研究よりも経験・体験から身につけてきた  
ⅣAd５  概念名 11－５  文献研究よりも実地経験を重視する  
ⅣAd６  概念名 14－６  オルフの授業展開についての疑問  
ⅣAd７  概念名 17－３  オルフ講師になり、悩みが深まる  
ⅣAd８  概念名 17－４  幅広い音楽教育の文献を独学で研究した  
ⅣAd９  概念名 17－16 独学の研究と現場経験からオルフ指導者としてのスキル
を培ってきた  
ⅣAd10 概念名 １－８  オルフ・アプローチの先輩との出会い  
ⅣAd11 概念名 19－６  印象に残っている先輩からの指導  
ⅣAd12 概念名 12－14 仲間と一緒にオルフ教育の研究をしてきた 
ⅣAd13 概念名 12－34 教材研究をする時間的なゆとりが、創造的な音楽指導につ
ながる 
ⅣAd14 概念名 ４－22 研究と実践を両立すべき  
ⅣAd15 概念名 19－16 オルフ指導者になるには、指導経験と理論研究を同時進行
するのがベストである  




ⅣAe１  概念名 ３－26 オルフ指導者としてのスキルは、実践によって磨かれる  
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ⅣAe２  概念名 ６－51 オルフ指導者になるための学習プロセス  
ⅣAe３  概念名 13－26 オルフ指導者になるには、子どもたちと接しながらセンス
を磨く必要がある  
ⅣAe４  概念名 16－71 オルフ指導者になるためには感性を磨く必要がある  
ⅣAe５  概念名 16－73 感性を磨くことでクリエイティブになる  








ⅣAg１  概念名 １－19 学生がオルフを学ぶメリットは、音楽指導の引き出しが増
えることである  
ⅣAg２  概念名 12－36 オルフの考え方に基づく創造的な活動によって、子どもが
より表現豊かになる  
ⅣAg３  概念名 ２－24 オルフ・アプローチによって、音楽が好きになる  
ⅣAg４  概念名 ６－38 オルフの音楽教育で主体的に音楽とかかわるようになる  
ⅣAg５  概念名 17－10 オルフ授業を受けた子どもは音楽表現が豊かで主体的に
なる  
ⅣAg６  概念名 18－６  オルフ・アプローチによって学生が自主的に取り組むよう
に成長する  
ⅣAg７  概念名 19－11 オルフ・アプローチによって、子どもの音楽的な自発性や
アンサンブルの能力が発展する  
ⅣAg８  概念名 10－22 子どもの可能性を引き出す授業  
ⅣAg９  概念名 13－15 音楽科授業はもっと「子どもたちから引き出す」ことを重
視すべき  
ⅣAg10 概念名 ７－20 子どもの自主性を重視した楽しい音楽科授業を心掛ける  
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ⅣAg11 概念名 18－７  学生の発想を引き出して受容したい  
ⅣAg12 概念名 19－12 子どもの心を解放させて「引き出す」教育を心がける  
ⅣAg13 概念名 ６－36 オルフの音楽教育によって多角的なものの見方をできる
ようになる  
ⅣAg14 概念名 ６－37 オルフは許容的姿勢、社会性、コミュニケーションの能力
の向上に効果を及ぼす  
ⅣAg15 概念名 19－15 オルフ・アプローチは音楽における「指示待ち人間」を育
成しない点に貢献できる  
ⅣAg16 概念名 ８－５  オルフ・アプローチと緊張からの解放  
ⅣAg17 概念名 ９－25 Ｐ先生は、オルフ・アプローチが母親や介護師、その他の
仕事にも役立つと考えている  
ⅣAg18 概念名 17－９  オルフ・アプローチを学ぶメリットは経験してみてわかる  
ⅣAg19 概念名 18－５  オルフ・アプローチの研究によって、音楽や教育の在り方
を考え直すきっかけになった  




ⅣAh１  概念名 １－23 オルフの指導には受容的な態度が必要  
ⅣAh２  概念名 ２－17 オルフの指導者は野球で例えるなら優れたキャッチャーで
ある  
ⅣAh３  概念名 13－18 オルフ指導者にもいろいろなタイプの先生がいるだろうが、
即興では受容的な雰囲気が必要である  
ⅣAh４  概念名 ４－15 オルフ指導者が、競争ではなく認め合える空間を作っている
から楽しく活動できる  
ⅣAh５  概念名 ６－39 即興では、間違いを指摘せず、具体的な言葉でほめて指導す
る  
ⅣAh６  概念名 ７－16 自己評価・相互評価・指導者の評価では良い点をほめる  





ⅣAi１  概念名 ９－17 Ｐ先生は独特の感性と厳しい面をもちつつ、受容的態度で指
導をする  
ⅣAi２  概念名 12－26 学校教育では厳しさも必要だが、子どもができるまで待つ姿
勢も心掛けている  
ⅣAi３  概念名 14－22 評価はマイナスの事からは言わないようにするが、必要があ
れば厳しく接する  




ⅣAj１  概念名 12－８  オルフの活動では「人との関わり」が重視される  
ⅣAj２  概念名 12－９  一人を生かしながら、みんなを生かす  
ⅣAj３  概念名 12－27 クラス全体の暖かなムードづくり  
ⅣAj４  概念名 15－21 オルフ研究所の指導者に倣い、相手の立場を想像し、一人の
人間として向き合うように心がけている  
ⅣAj５  概念名 16－44 オルフ研究会では「関係性」の重視が不十分である  
ⅣAj６  概念名 16－74 自分自身を受け入れないと、他者の表現も受け入れられない  




ⅣAk１  概念名 16－59 子どもには見通しがないし、必要としない  
ⅣAk２  概念名 16－62 先生の言うことは聞くべきという思い込みがある指導者  
 
ⅣAl：教育という概念を否定することへの反論  










ⅣAn１  概念名 ４－６  オルフ指導者は「次に何が起こるかわからない先生」である
べき  
ⅣAn２  概念名 10－12 指導案通りに行かない授業はエキサイティングで成功の授
業  
ⅣAn３  概念名 ４－24 活動の計画・方針の立て方  
 
ⅣAo：ねらいが明確でない活動への批判  
ⅣAo１  概念名 ５－17 授業展開や目的を受講者に明示する必要がある  
ⅣAo２  概念名 14－25 ねらいが明確でない活動はただの遊びに見えてしまう  





ⅣBa１  概念名 １－24 オルフは創作活動であって、合奏指導ではない  
ⅣBa２  概念名 19－13 即興演奏に関する対象者の信念  
ⅣBa３  概念名 １－25 創作に際して、子ども自身に価値判断させる  
ⅣBa４  概念名 １－26 即興とは再現可能なものである  
ⅣBa５  概念名 ６－43 アンサンブルの中の即興にはある程度ルールが必要  
ⅣBa６  概念名 ９－19 即興・創作は、ある程度ルールを作ってその中で行わせる
ほうが良い  
ⅣBa７  概念名 10－19 即興は音楽的なルールを逸脱してはいけない  
ⅣBa８  概念名 12－７  単純なものから複雑なものへという創作プロセス  
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ⅣBa９  概念名 ２－15 オルフ指導者は生徒の表現についての「見通し」をもって
いなければならない  
ⅣBa10 概念名 ２－16 その表現に至るための「モデルの提示」を確実にする  
ⅣBa11 概念名 14－23 指導者の目的に合った即興を求める  
ⅣBa12 概念名 12－28 ねらいに沿った即興ができるように、必要な経験を多くさ
せておく  
ⅣBa13 概念名 17－12 私たちは音楽活動をしているので、伝わらない即興には改
善を求める  
ⅣBa14 概念名 17－13 即興には技術が必要だが、押しつけにはならないように伝
える  
ⅣBa15 概念名 ２－25 問答から即興へ移行する際に、指導者が適切に見極めれば、
デタラメな即興は生まれない。  





ⅣBb１  概念名 １－30 オルフの創作は、小学校指導要領におけるどちらの創作領
域にも貢献できる  
ⅣBb２  概念名 ２－29 小学校指導要領の創作領域では、「ア」も「イ」も両方オル
フ・アプローチが貢献できる。  
ⅣBb３  概念名 ３－24 オルフ・アプローチは創作領域の「ア」と「イ」にどちら
にも貢献できる  
ⅣBb４  概念名 １－31 創作活動の「ア」と「イ」のバランスが大事  
ⅣBb５  概念名 12－33 創作の「ア」の領域で考えたことを、「イ」の領域で構築す
る  
ⅣBb６  概念名 ９－21 Ｐ先生のメソードでは、創作活動の「ア」と「イ」のバラ
ンスが取れている  




ⅣBb８  概念名 ９－20 現在の教育現場では、創作活動は「イ」の活動が重視され
ている  




ⅣBc１  概念名 ２－31 表現は音楽的語彙と表現経験を増やすことで豊かになる。  
ⅣBc２  概念名 19－10 オルフ・アプローチは柔軟性、創造性の拡張、表現に対す
る意識に変化をもたらす  
ⅣBc３  概念名 ３－19 表現とはイメージをもって音を出す、動くということ  
ⅣBc４  概念名 ３－20 表現するためには、ある程度緊張感のある雰囲気づくりが
必要である  
ⅣBc５  概念名 ４－19 作品の全体像を見て、表現を修正する必要はある  
ⅣBc６  概念名 ４－25 子どもからの表現を取り入れた授業の展開  
ⅣBc７  概念名 ９－15 表現することに抵抗感のある教師志望者は、自分の表現を
出すように改善するべきだ  
ⅣBc８  概念名 ９－16 活動を重ねることで、表現に対する抵抗感が改善される  
ⅣBc９  概念名 13－20 日本の学校では、時間をかけて創造性を育てることが必要
である  
ⅣBc10 概念名 16－31 工房におけるアート  
 
ⅣBd：表現における子どもの意図の重視  
ⅣBd１  概念名 ４－17 意図があれば結果にかかわらず表現として認めるのがオル
フの考え方である  
ⅣBd２  概念名 ４－18 表現に対する好みはあるが、評価や押しつけはしない  
ⅣBd３  概念名 13－19 子どもが発するデタラメのような試行錯誤も大事にする  






ⅣBe１  概念名 ５－22 表現経験の少ない者に、自由な表現を求めるのは難しい  
ⅣBe２  概念名 ５－23 人に伝わる動きの表現をするには、ある程度訓練が必要であ
る  
ⅣBe３  概念名 ５－29 即興表現の評価は、テーマを表現できているかによって行う
べきである  






ⅣCa１  概念名 14－18 言葉から入るのがオルフの展開である  
ⅣCa２  概念名 ６－21 言葉のアンサンブルには文学的なものを用いるのが良い  
ⅣCa３  概念名 ６－12 言葉の活動を効果的にするには、日本語の言葉の性格を知る
必要がある  
ⅣCa４  概念名 ６－11 言葉のアンサンブルでは、イメージとリズムが不可分で有機
的につながりをもつべき  
ⅣCa５  概念名 ６－10 マーガレット・マリーの活動をヒントにした対象者の授業  
ⅣCa６  概念名 ６－35 音楽と感情は不可分である  
ⅣCa７  概念名 12－10 オルフ教育は、言葉のことを音楽表現として考えるもとにな
る  
ⅣCa８  概念名 12－24 言語活動とのコラボレーションにオスティナートの考え方
を活かす  







ⅣCb１  概念名 ７－11 日本の伝統音楽についての研究が大切である  
ⅣCb２  概念名 ７－17 日本伝統音楽から出発し、徐々に西洋音楽の割合が増加する
学習のバランスが重要である  
ⅣCb３  概念名 ７－19 和太鼓と組み合わせる旋律楽器はリコーダーでよい  
ⅣCb４  概念名 ７－22 民謡の発声は自然なものにする  
ⅣCb５  概念名 ８－10 わらべ歌から出発する  
ⅣCb６  概念名 ８－11 わらべ歌から３拍子への移行の問題  
ⅣCb７  概念名 12－32 オルフの考え方を活かして、箏や日本の民謡に親しむ活動  
 
ⅣCc：動きの指導実践  
ⅣCc１  概念名 ７－12 身体表現の中で、楽しくテンポ感や拍感をつかませる  
ⅣCc２  概念名 ７－21 小学校低学年では、手拍子・足拍子を活用してリズムを学習
する  




ⅣCd１  概念名 ６－22 竹の楽器の創作とアンサンブル活動の指導  
ⅣCd２  概念名 ６－23 楽器の材料を採取する際の協力によって人間関係が築かれ
る  
ⅣCd３  概念名 ６－24 楽器創作によって音の出る仕組みを理解できる  
ⅣCd４  概念名 ７－23 手作り楽器では、音色を吟味する  




ⅣCe１  概念名 ８－９  石を用いた活動  





ⅣCf１  概念名 ８－17 即興は長期間行うことで自然に形式感などが身につく  
ⅣCf２  概念名 10－28 指導者が目的を意識することで、子どもの「遊び」は「学び」
になる  
ⅣCf３  概念名 10－15 多様な楽器に触れることが、生徒の将来の音楽活動に活かさ
れる  
ⅣCf４  概念名 10－23 フレーズ感を養う楽しい即興の方法  
ⅣCf５  概念名 14－21 言葉がつくことで、フレーズ感が身につく  
ⅣCf６  概念名 10－27 最終的には音楽的にまとまるようにオルフ授業を行う  
ⅣCf７  概念名 14－20 オルフによってソルフェージュ力、演奏技能、楽曲の分析力
が向上した  





ⅣDa１  概念名 １－20 留学後の状況の変化  
ⅣDa２  概念名 １－21 星野版を上回るオルフの入門書を執筆しようという意欲  




ⅣDb１  概念名 16－43 武蔵野音大ではオルフ・アプローチをリトミック的に捉えて
いる  







ⅣDc１  概念名 １－６  附属音楽教室のオルフ授業での助手の経験  
ⅣDc２  概念名 ４－９  附属音楽教室におけるオルフ講師養成の実態  
ⅣDc３  概念名 ４－16 附属音楽教室における〈オルソル〉 14の実態  
ⅣDc４  概念名 10－25 「オルソル」の実態  
 
ⅣDe：幼児とのオルフ活動  
ⅣDe１  概念名 ３－27 幼児や障害をもつ子どもなどを対象にしたオルフ・アプロー
チの音楽教室にはニーズがある  
ⅣDe２  概念名 ４－10 幼児は豊かな創造性をもっている  
ⅣDe３  概念名 10－21 オルフ授業の際に感じる幼児の成長  
 
ⅣDf：学校教育におけるオルフ指導実践  
ⅣDf１  概念名 ６－６  中学校の音楽教師をしていて、オルフ・アプローチ研究への
希望が高まる  
ⅣDf２  概念名 12－29 オルフの考え方を活かして、学校の教育現場に合うように活
用する  
ⅣDf３  概念名 12－38 学校現場では、オルフが全てではないが、一つの支えになる  
ⅣDf４  概念名 12－39 学校においては視野を広げてオルフ・アプローチを導入する
ことがコツである  
ⅣDf５  概念名 12－17 小学校音楽科授業の常時活動にオルフの模倣やカノンを用い
る  
ⅣDf６  概念名 12－25 音楽づくりが重視されている今日、オルフの考え方を活用で
きる  
ⅣDf７  概念名 12－19 シュールヴェルクの楽曲の教材化  
                                                 
14 「オルソル」とは武蔵野音楽大学附属江古田音楽教室において実施されている「オルフ・
ソルフェージュ」という授業名の略称で、「オルフ・メソードとソルフェージュを組み合わ
せた音楽基礎教育」を行うものである。平成 17 年度に開講され、平成 24 年度までは幼稚








ⅣDg１  概念名 15－13 オルフの考え方を教えるのではなく、アイディアを保育者に
必要な音楽活動の学習に応じて伝える  
ⅣDg２  概念名 15－14 オルフ活動だと明言しないことも多いが、ベースには自分を
育てたオルフ・アプローチがある  
ⅣDg３  概念名 15－20 音楽の楽しさを伝える保育者の養成  
 
ⅣDh：教員養成大学における指導実践  
ⅣDh１  概念名 13－10 大学の授業の中で、ダルクローズは明記して教えるが、オル
フは明記せずに、その要素を取り入れた授業を行っている  
ⅣDh２  概念名 13－17 オルフ、ダルクローズ、コダーイをミクスチャーした授業  
 
ⅣDi：国際理解教育としてのオルフ・アプローチ  




ⅣDj１  概念名 16－30 『ピアノと遊ぼう』を障害のある子どもと多く実践した。  
ⅣDj２  概念名 16－34 発達障害や精神疾患などをもつ対象者との集中講義・公開講
座  
ⅣDj３  概念名 16－54 対象者は、関係性を構築する活動の一環として、難病の子ど
もとキャンプにでかけることがある  









ⅣE１  概念名 ４－８  オルフとリトミックの指導法の違い  
ⅣE２  概念名 ４－23 リトミックに比べてオルフが普及しない理由  
ⅣE３  概念名 ５－21 リトミックの中にオルフのセンスを取り入れる  
ⅣE４  概念名 ５－31 リトミックの方が理論が体系化され、スキルも蓄積できるの
で主流にし、オルフの素材を取り入れている  
ⅣE５  概念名 10－５  リトミックの研究を経て、オルフ・アプローチの素晴らしさ
を再認する  
ⅣE６  概念名 10－６  オルフ・アプローチの特徴はリトミックと比較して創造的な
点にある  
ⅣE７  概念名 13－９  オルフ・アプローチのベースがあったので、ダルクローズが
理解しやすかった  
ⅣE８  概念名 13－10 大学の授業の中で、ダルクローズは明記して教えるが、オル
フは明記せずに、その要素を取り入れた授業を行っている  






ⅣFa１  概念名 ７－２  オルフの音楽教育を日本で最初期に取り入れた  
ⅣFa２  概念名 ７－14 子どもの発達段階を踏まえた活動の展開  
ⅣFa３  概念名 ７－13 小学生の創作と自作曲の演奏活動  







ⅣFb１  概念名 12－13 星野の実践例を取り入れた活動  
ⅣFb２  概念名 13－７  星野のオルフ実践  
ⅣFb３  概念名 13－８  星野は「即興が音楽の学力につながる」と考えていた  
 
ⅣFc：Ｐ先生の指導実践  
ⅣFc１  概念名 ４－20 リズム・ムービング  
ⅣFc２  概念名 ９－５  大学院で受講したＰ先生の教育合奏の授業  
ⅣFc３  概念名 ９－６  Ｐ先生主催の音楽教育活動を続ける  
ⅣFc４  概念名 ９－７  「素になる」というＰ先生からの指導  
ⅣFc５  概念名 ９－18 Ｐ先生はオルフ・アプローチを踏まえつつ、独自のメソー
ドを確立している  
ⅣFc６  概念名 ９－24 Ｐ先生のカリスマ性  
ⅣFc７  概念名 ９－８  リズムを歌う  
ⅣFc８  概念名 ９－９  音一つ一つを大切にした打楽器の鳴らし方  
ⅣFc９  概念名 ９－10 Ｐ先生の動きの指導  
ⅣFc10 概念名 ９－26 Ｐ先生の活動では、課題の締め切りなど厳しい点もあるが、
一番弟子がフォローしてくれる  




ⅣFd１  概念名 ６－45 日本語から出発する系統を基礎にしつつ、柔軟に海外の音楽
を取り入れる  
ⅣFd２  概念名 ６－46 拍節的な音楽と非拍節的な音楽を織り交ぜる  
ⅣFd３  概念名 ６－48 授業計画では、先生と生徒で創るための音楽の余地を残して
おく  






ⅤA１  概念名 12－37 オルフ指導者を志望する人は、先輩のオルフ指導者のもとで研
修するとよい  
ⅤA２  概念名 11－６  尊敬するオルフ指導者との出会いが、自身の成長に有効である  
 
ⅤB：オルフ指導者の養成課程を整える必要性  




ⅤC１  概念名 ３－29 オルフ・アプローチの普及には感動が必要である  
 
ⅤD：自己責任による養成  
ⅤD１  概念名 11－９  個性を重視したオルフ・アプローチを学生に推奨する  
ⅤD２  概念名 12－35 オルフ・アプローチについての研究方法はひとそれぞれである  
ⅤD３  概念名 16－70 オルフにこだわる必要はない  
 
ⅤE：オルフ研究に関するアドヴァイス  
ⅤE１  概念名 13－16 アメリカのオルフ適用の実態を参考に、日本での展開を考える
とよい  
ⅤE２  概念名 15－26 アメリカとドイツのオルフ・アプローチの違いを調べるには項
目を設けて比較するとよい  
ⅤE３  概念名 15－25 日本音楽の問題は未解決なので、教科書を分析して研究すると
よい  
ⅤE４  概念名 12－40 専門的なオルフ研究者も幅広く勉強する中で、オルフを追求す
るべき 



























































































































































































































































































































































 概念化していないものもあるので、対象者①～⑲が推薦した文献を以下にすべて示す。  
 
Bresgen,Cesar. 1983  Die Improvisation in Der Musik .  Heinrichshofen.〔小沢和子訳 1986『即
興演奏の方法』東京：シンフォニア。〕  
Выготский，Л.С. 1930 Воображение  и творчество в детскомвозрасте  : психологический  
очерк． in-house reproduction.  〔広瀬信雄訳  ; 福井研介注 2002. 「子どもの想像力
と創造」（新訳版）東京：新読書社。〕  
Dokumentation des Orff-Schulwerk Symposiums 1990 "Erbe und Auftrag "Nr. 46 –  Winter．F & G Druck 
Ges.m.b.H: Salzburg．  
Frazee, Jane.  1987.  Discovering Orff, A curriculum for Music Teachers .  New York: Schott. 
Hall， Doreen．1960 Teacher's manual（Music for children / Carl Orff, Gunild Keetman ; english 
version adapted from Orff-Schulwerk by Margaret Murray）B.Schott 's Sōhne．   
Haselbach,Barbara. Rudolf Nykrin. und Hermann Regner.  1985-1986 Musik und Tanz für Kinder : 
Unterrichtswerk zur Früherziehung  : Lehrerkommentar; Schott. 
Jungmair, Ulrike E.  1992.   Das Elemetare .  Mainz: Schott．  
Keetman，Gunild．1970．Elementaria．Stuttgart : Klett-Verlag．  
Keller, Wilhelm. 1963. Einführung in “  Musik für Kinder” Mainz: Schott. 
Mursell，James L. 1956 Music education : principles and programs. Silver Burdett．  
〔美田節子訳 1971『音楽的成長のための教育』東京：音楽之友社。〕  
Orff, Carl und G. Keetman. 1950～1954．Orff-Schulerk “Musik für Kinder”BandⅠ～Ⅴ .  
Mainz: Schott．  
Orff， Gertrud.  1985 Die Orff-Musiktherapie: aktive Förderung der Entwicklung des Kindes.  
Fischer-Taschenbuch-Verlag.〔丸山忠璋訳 1992『オルフ=ムジーク・テラピー 活動
的音楽療法による発達支援』東京：明治図書出版社。〕  
Paynter, John. and Peter Aston. 1970  Sound and silence : classroom projects in creative music




Steen, Arivida. 1992．Exploring Orff: A teachers Guide .  New York:Schott. 
大谷純一 2001「幼児の音楽活動における『C.オルフの音楽教育』のもつ意義  ―U.ユン
グマイヤーの授業事例を基に―」『聖セシリア女子短期大学紀要』26。  
※加藤正二  1961-1962 『新しい器楽合奏：カール・オルフのメソードによる』東京：音楽
之友社。  
※川本久雄 ,花井清編著 1978 『音楽・動きの指導（オルフによる音楽教育  2）』東京：
東洋館出版社。  
 （※は対象者が批判した文献）  
北田耕也 1992 『感情と教育』 東京：国土社。  
木村信之 1968 『創造性と音楽教育』東京：音楽之友社。  
木村信之、井口太編 1987『特色のある音楽教育 子どもと音楽９』 京都：同朋舎出版。  
熊木眞見子 1995『創造的に取り組む身体表現（音楽指導ハンドブック , 5）』東京：音楽之
友社。   
佐伯胖 , 藤田英典 , 佐藤学編 1995『表現者として育つ（シリーズ学びと文化 , 5）』東京
大学出版会。  
桜林仁 1978 『音楽療法入門』東京：芸術現代社。  
柴田礼子 2002 『ぴあのとあそぼう』東京：音楽之友社。  
谷川俊太郎・中地雅之 1994 『ことば・あそび・うた 子どものための音楽』東京：Schott 
Japan。  
橋本清司  1971 『子どものための音楽解説』東京：音楽之友社。  
星野圭朗 1979 『オルフ・シュールベルク理論とその実際』 東京：全音楽譜出版社。 
細田淳子 2006『わくわく音遊びでかんたん発表会  : 手拍子ゲームから器楽合奏まで』東
京：鈴木出版。  
宮﨑幸次 1995 『オルフの音楽教育』 東京：レッスンの友社。  
柳沼てるこ 2004 『リズムをうたう』 東京：音楽之友社。  
『Orff とともに』1990 武蔵野音楽大学オルフ研究集録出版委員会。  
◎諸外国の Schulwerk。  






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































グループ分けを試みるならば、図４－25 のようにまとめることができよう。  
 



















































































































※凡例： 番号（対象者の番号）、    （影響）、     （強い影響） 
















⑦ Ｑ Ｘ 
































 1980 年にケラーが定年退職し、1983 年にオルフが亡くなったことで、研究所はレグナ
ーを中心に運営されることになる。このレグナーが「拡張型のエレメンターレ・ムジーク」
を広める流れを作った。このような 80 年代の流れの伏線として、1975 年４月４日～５日
にオルフ研究所で開催された研究会、「拡張された音楽授業による模範授業」があったので














第４節 ウルリケ・ユングマイヤー博士との質疑応答  













新しい傾向の根拠を尋ねることにした 15。  











Ａ１．   
○私はオルフ・シュールヴェルク指導者として多くの経験を積み、学問的にも研究して













































































































































※凡例： 番号（対象者の番号）、    （影響）、     （強い影響） 
















⑦ Ｑ Ｘ 











































































































































































































































































第５章 日本におけるオルフ･シュールヴェルク適用の成果と問題点  
 
第１節 日本におけるオルフ・シュールヴェルク適用の成果  





















































第２節 カール・オルフの音楽教育理念に対する共通理解の不足による発展の停滞  














































































































第３節 オルフ・アプローチにおける日本伝統音楽の扱いに関する問題  
 オルフ・アプローチにおける日本伝統音楽の扱いに関する問題は、カール・オルフ来日
の際の「日本の子どもは日本の言葉、楽器で教育されるべきである」という発言に端を発























































































































































































































































































































































スリアン大学における「世界音楽講座 World Music Program」では、バイ・ミュージカリ
ティーを獲得して、「異文化の音楽に対して偏見のない聴覚」の発達と、「多様な『音楽言
語』で音楽づくりができる能力」を開発することを目指した音楽教育が開始された（柘植 


























































（同上 : 247）。  
 










































































































































































































































































































































ないかと指摘する研究者も見られる（小島  1982 : 27）。  
星野や花井の系統が構想された 1970 年代から 40 年以上が経過し、音楽学の分野におい
ても西洋中心主義を脱却し、「文化相対主義」が主流を占めるように変化してきた。多文化
理解の視点による音楽教育の研究動向においても、「文化相対主義」は不可欠な前提となっ



































































































































































































































































































10－3．導音を根音とする短 3 和音の活用（ゴシック期の音楽の参照）  


















































































 ①ドミナントとサブドミナントの応用活動として、属調・下属調への移調を行う。  




























 ①創造的な活動を保証するために用いる。  
















 ④アルプス地方の民謡によく見られるⅤ７とⅤ９の和音の装飾的な扱いを援用する。  
 ⑤トニカとドミナントの交替を利用して変拍子などの民俗舞曲を演奏する。  



























 （和声的に支配されないため。）  
②長調のドミナントの時と同様に、ティンパニでバスのⅠ度→Ⅴ度を交互に練習して、
その響きの本質を体験する。  
 ③ピカルディ終止の響きを体感する。  







 ⑦ドリアのⅥ度の明るい響きを体感し、和声的に理解する。  
 
（７）応用活動としてのディスカンティーレン、シャコンヌ  


































































術的な効果について言及しており（Reusch 1963: 51）、 ケラーもシュールヴェルクと「魔















































































































































































































































































民謡音階     律音階 
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 また、博士後期課程ご担当の先生方の他にも、多くの方のご指導やご協力を賜りました。  
武蔵野音楽大学の宮﨑幸次先生には、小学校５年生の時から長い間オルフの音楽教育に
ついてたくさんご指導頂きました。先生との出会いが、私をオルフ研究の道へと導いて下
さったのです。 
博士前期課程を修了後、尼僧堂での修行を終え、研究をどのように続けたら良いのか迷
っていた時に、高校の恩師の浅田孝紀先生が筑波大学大学院博士課程の研究生になること
を勧めて下さり、先生方を紹介して下さいました。 
筑波大学では、教育方法学の平山満義先生に師事することができました。  
さらに、理科教育の大高泉先生には、研究室に所属させていただき、研究に必要なさま
ざまなことを教えていただきました。また、研究生を終えた後も、ドイツ語の論文の読解
についてご指導を賜りました。研究の途上で、「ゲーテの自然観」に行き着き、何もわから
ずに困っていた時も、先生が貴重な資料を授けて下さいました。言葉では言い尽くせない
くらい感謝の気持ちでいっぱいです。 
大高先生と片平克弘先生のゼミ合宿にいつも参加させていただき、先生方や研究室の院
生の方々からご指導をいただいたことも、博士論文の執筆の助けとなりました。特に、稲
田結美先生（上越教育大学）にはいつも相談にのっていただいて感謝しております。  
 
 博士課程の受験にあたっては、武蔵野音楽大学声楽学科の大川典子先生からドイツ語の
ご指導を賜りました。先生がいらっしゃらなければ、受験を途中であきらめていたかもし
れません。 
博士後期課程入学後は、前期課程から引き続き、秋田賀文先生、森田恭子先生、田内千
代先生、山﨑正彦先生、平田亜矢先生、大場ゆかり先生など音楽教育研究室の先生方に大
変お世話になりました。 
 
本博士論文では、19 名のオルフ研究者・実践者の先生方にインタビューへのご協力をい
ただきました。研究の性質上、ここでお名前を挙げてお礼申し上げることは差し控えます
が、貴重なご回答を賜った先生方に心より感謝いたします。  
元オルフ研究所教授のユングマイヤー先生からも大変貴重なご指導を賜りまして感謝申
し上げます。ドイツ研修に引率して下さった柴田礼子先生、現地で通訳して下さった八木
原容子先輩にも御礼申し上げます。 
日本オルフ音楽教育研究会の先生方には、顧問の井口太先生や代表の細田淳子先生をは
じめとして、たくさんのご指導・ご支援を賜りました。 
 
武蔵野音楽大学附属音楽教室の先生方にも大変お世話になりました。酒井真理先生には
いつも名古屋のオルフ講習に参加させていただきありがとうございました。 
オルフ・シュールヴェルクの合奏研究のために、オルフ楽器と教室の使用を許可して下
さった武蔵野音楽大学と楽器管理室の先生方に感謝いたします。 
そして、オルフ合奏に参加して下さった、武蔵野音楽大学大学院博士後期課程の星野和
幸さんと阿部正樹さん、博士前期課程の林秀一さん、ヴィルトォーゾ学科の鈴木詩織さん、
別科の住吉穂子さん、卒業生の村田潤さん、藤森瑞紀さん、石井有希さん、中山砂湖さん、
宮崎加奈さんに御礼申し上げます。 
 
博士論文の結論として、日本適用型のシュールヴェルクを提案するにあたっては、薦田
治子先生からご指導を賜りましたこと大変感謝しております。  
 
最後に、研究の苦楽を共にしてきた武蔵野音楽大学大学院博士後期課程の院生のみなさ
んと、10 年以上の研究生活を支えてくれた家族に感謝したいと思います。 
 
この博士論文をカール・オルフと御仏に捧げます。 
 
2014 年４月１日 
佐藤恩実 
